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ダムによる洪水調節（防災操作）の役割

●河川が氾濫するような大きな洪水を上流の ダムで貯めて、河川の氾濫を防止する。

●洪水に対して、河道とダムとがそれぞれの役割を分担している。

ダムがない場合 ダムが洪水調節（防災操作）を行った場合

100+100= 200 の水が流れる。 100+60 = 160 の水が流れる。
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計画規模を超える洪水が来た場合 （異常洪水時防災操作、緊急放流）

ダムに貯めることが出来る水量には限界があります。

異常な大雨の場合は、ダムが満水 になり、あふれてしまいます。

このような場合には、下流に流す量を徐々に増加させ、貯水池に入ってくる水量と同じ量を
下流に流すよう（自然河川状態）にします。 このことを緊急放流と呼びます。

異常洪水時防災操作と緊急放流
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ダムへ入る洪水あふれない
ように

流入量と

放流量を
同じにする
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令和４年８月出水 新潟県三面ダムにおける緊急放流
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ダムの事前放流

○ 通常、水力発電、農業用水、水道等の利用のために水を貯留している。

○ 台風の接近などにより大雨となることが見込まれる場合に、大雨の時により多くの水をダムに
貯められるよう （ダムが満杯になるリスクを軽減するため） 、河川の水量が増える前に、貯留し
ている水をダムから放流し、一時的にダムの貯水位を下げておく 「事前放流」を行っている。

洪水調節容量

通常時のダム（事前放流を行う前）

平常時最高貯水位

利水容量

堆砂容量

洪水調節容量

事前放流を実施した場合（大雨の前に実施）

堆砂容量

貯めてある水
を放流する

水位が下がることにより
洪水調節に利用できる

通常は、
水道、かんがい

発電などの利用のために
水を貯めている。
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令和５年６月 台風２号と前線性降雨に対応した事前放流
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